
 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。 

202４年も始まり、きりん組での生活も残り３か月となりました。４月からはいよいよ「憧れの年長」で

す!!子ども達とイキイキワクワクと楽しく園生活を送りながら、年長へと繋げていきたいと考えています。 

今回は、「子どもの主体性の尊重」で、どんなことを意識したか。先月の子ども会を例に書かせて頂きます。 

 

モチベーションはどこから生まれる？ 

「子どもの主体性を尊重」した劇をする。その為には、「練習をやらせる」のではなく、「練習がしたく

なる。」という気持ちを持てるようにする事。同じ練習でも「強制」か「自主的」かで、大きく違いま

す。物語に対する興味や関心から始まり、繰り返しの練習が楽しくなっていく。普通は同じことの繰り返

しは面白くない事が多いです。「またやるの？」「めんどくさい。」と大人でもそう思う事があると思い

ます。けれども、繰り返しの中でも、子ども達は一度もネガティブな発言はなく、「劇の練習するよ。」

と言うと「やったー！」の喜びの声。練習をすればするほど、どんどん上手になっていきました。 

 

この「こども会」に対するモチベーションはどこから生まれたのでしょうか。 

一つは、「具体的な目標」を作りました。ゴールをイメージできるように、子ども達にどんな劇にしたい

かを問いかけたりしました。「役になりきって、素敵な姿を見せたい。」「大きな声でセリフを言いた

い。」「お父さんお母さんが楽しいって思って欲しい。」けど、自分はまだまだ出来ていない。 

「目標」と「現実」にギャップがあると、自然とモチベーションが生まれます。 

「あのアイドルみたいに踊りたい！」「大谷選手みたいに投げたい！」など、憧れ（目標）を持ってやる

と、成長率がとても上がるのと一緒です。具体的になりたい自分（目標）をイメージできると自然とモチ

ベーションが発生します。 

 

もう一つは、「集団の力」です。「一緒に頑張ろう！」「同じ役を頑張ろうね。」と互いに影響しあうこ

とで、モチベーションを維持し、意欲を高めることができました。グループでの意識や協力しようとする

姿。「仲間がいることが嬉しい。楽しい」を子ども達は実感していると思います。 

 

「物語が大好き」尽きることのない向上心 

「子どもの主体性を尊重」することで、一人ひとりがイキイキと輝き、一つの「劇」をみんなで作り披露

することが出来ました。驚いたことがあり、こども会が終わった後もペープサートで、役を交代して「ブ

レーメンの音楽隊」をやる子ども達。物語を好きになり心から楽しんでいるのが伝わります。「好きこそ

ものの上手なれ」と言うように、好きなことに対する尽きない向上心は本当にすてきだと思いました。 

 

今月の目標「進級に向けて」 

今月から進級に向けての活動が増えていきます。グループ活動。ふわふわ言葉・とげとげ言葉など。 

目標は「憧れの年長さん」になる事。どんな年長さんだったら素敵かな。と自分でイメージ（ゴール）を持

つことで、足りないことやもっと頑張りたいことを子どもたちと見つけ、支援していこうと思います。 

 


